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本書は，501111301^電子制御装置のトラブルシューティ 

ングマニアルとして，右記に示す各種電子制御システムに 

ついて主にエレクトリカルな部分の故障診断方法、修理 

方法について説明したものです。

正確，迅速な故障修理を実施するための資料としてご 

活用下さい。

本書の他に次の資料を発行しておりますので，併せて 

ご活用くださるようお願い致します。

5八171日新型車解説書 

5八1718パ8整備解説書(上) 

5八从8众只整備解説書(下) 

5八171日電気配線図集

’90-3 117271八 
^0-3 67271八

’90-3 (57272八

’90-3 乂7271八

なお，本書の内容は1990年3月発売の車両を基に作成 

してあります。車両の仕様変更等により今後の車両ど内 

容が一致しないことがありますので，あらかじめご承知 

おきくだ.さい。今後，仕様変更などがあった場合には， 

サービスニュース，その他でご連絡いたします。

19 9 0年3月 ？7271八

富：！:車工業椭式〇財
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本書の見方

—説明範囲-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- ——

本書は£€0を備えた電子制御装置について，主に電子制御系の故障診断方法について説明してあり，故障部位 

の修理を行なう時の脱着，交換，分解，組立て，点検，調整等の作業要領は，別冊の「整備解説書」を参照して下

さい。 1

故障診断方法は，スバルセレクトモニタ，サーキットテスタおよびオシロスコープを使用して実施するトラブ 

ルシューティングを説明しております。 、

くスバルセレクトモニタを使用して故障診断のできるシステム〉

鲁システム

—説明内容の見方----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

本書は各電子制御装置を編別に分けて説明しており，編目次と編別の細目次によって該当箇所を検索してくださ 

い。各編の故障診断（トラブルシューティング）方法の説明は，
準備品^-------- '"システム概要-----------^["トラブルシューティングの実施1の順序で記載してあります。

く準備品〉

作業前に準備しておくべき専用特殊工具.計器（3丁），市販の汎用工具.計器を各システム毎に一覧表にまと 

めてあります。ただし，一般整備工場に常備されている工具については省略してあります。

5 丁
ド1す質 

(10
巳〇リ入出力信号や制御データを

モニタし，不具合系統の診断を

行う。

サーキットテスタサーキットテスタ テストリード線

(アナログタイプ） （デジタルタイプ） ワニロクリップ 各電圧，回路抵抗の測定

くシステム概要〉

システム全体の制御内容や機能の概要を説明してあります。

〔1〕システム全体図............................... センサ，迟(:じ，アクチュエータのつながり，配置を説明。

〔2〕システム構成表............................... 各出力信号と制御機能の関係の一覧表。

〔3〕入出力図，……:....................................各入力信号一一>E^\]一一^各出力信号の関係の簡略回路図。

〔4〕入出力電圧値................................... 五(:じ各端子の入出力電压値の一覧表。

〔5〕セルフダイアグノーシス機能，…トラブルコードー覧と読み方，また，システムによっては自己診断

, 機能や手順も併せて説明。

〔6〕セレクトモニタ機有き.....................セレクトモニタが使用できるシステムについて，モニタ可能項目へ

の一覧。

〔 7〕フエールセーフ機能...................................フエールセーフ内容を説明。



本書の見方

圧カセンサコネクタ只36を分離する。

10 5汲を01^にする。

ボデー側コネクタとボデーとの電圧を測定する。

N6 ステップ③へ

(1) 圧カセンサコネクタ1136を分雜する。

(2) 10 5%を〇尺にする0

(3) ボデー側コネクタとボデーとの導通を点検する合

N6 ステップへ

コネクタ4ターミナル 基、鍾
(836)—3〜ポデー 導通あり

3ネクタ4ターミナル 1畢值
(闩36)— 1〜ボデー 4以让

診断内容
、倍号系統の.断線，又はショート 

圧カセンサ本体不良

トラブルコしド23圧カセンサ系
—不具合現象
丨アイドリング不詗，エンスト 

，加速不良 
患つき
燃費悪化

点検手順 @

ス

圧カセキサアースラインの点検

1
】I

ステップ(公

回路図

点検手順のガイド番号

当回路に絞った 
簡略回路図とコネクタ図

くトラブルシューテイングの実施〉

冒頭にトラブルシューティングのステップを記載し，トラブルシューティングの手順をガイドしています 〇

(例)

記載ページを示します

診断内容を記載 ラブルコード 車両の不具合 
発生状況を記載
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本書の見方

回路図およびコネクタの見方

回路図やコネクタの見方は基本的には電気配線図集（別冊）を参考にしてください。

本書では，この電気配線図集から各電子制御システムのトラブルシューティングを実施する時に必要な回路図を 

簡略化して分りやすく記載してありますが、コネクタ番号や端子番号、さらに線色などは、電気配線図集に対応さ 

せてあります。

く回路図の見方〉

コネクタ番号

この番号は，電気配線図集と共通 

巻末のコネクタ配置図からコネク 
夕の車両取付位置が探せます

16スイッチ
31 0N 八〇〇 〇び

6 〇 ？ ？
八〇〇 6
51 9
10 〇

8 6

㉚ 15

ブロアファン 
モータ

8州

,--
0「卯

0「8

〇「8

0「㈧

0「

2

ブロアファンレジスタ

ブロアファンスイツチ

8

2

4

0FF

2

3.

金

コネクタの方向ガイド

コネクタ端子番号は，この矢印の方向 
から見た番号を記入してあります

5西，リレーの表わし方

回路図はすべて電源0卩ドの 

状態で表示してあり，3界，

リレーもすベてシステム〇ドド 

の状態で示してあります

円9- 52-416
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本書の見方

用語.シンボルマークの定義

点検，調整時の許容範囲を表す値または 

作動状態の判定を示す。

注意 重要作業や危険作業の要注意事項を示し 

ます。

く參考〉 作業を容易にするための補足説明。

く注記〉 用語，仕様，説明文等に対する補足解説,

㊉

サーキットテスタ 

電圧測定

㊉：㊉側テスト棒の指定

㊉

サーキットテスタ 

’抵抗測定

㊉：㊉側テスト棒の指定

テスト棒の差し込み方向または， 

コネクタの端子配列の表示をセン

サ，コイル等，‘部品単体側に向っ

て見ていることを示す。

テスト棒の差し込み方向または， 

端子配列の表示をボデーハーネス 

側に向って見ていることを示す。

—

〇 〇

オシロスコー

オシロスコープ用プローブ

「19.2 33-825

用語の説明

八

091)

E^^)

ドし 

16

し£0

N0 

N0 

5日「 

50 
55171 

5丁 

5西 

V

アンペア（電流) 

オルタネータ

日八丁丁バッテリ

セントラルプロセシングユニット. 

エレクトロニックコントロールユニット 

エレクトロコンティニアウスリイバリアブル 

トランスミッション 

エレクトロニックマルチポイント 

インジエクション 

ヒュージブルリンク

イグニション

ライトエミッティングダイオード 
(発光ダイオード）

ナチュラルアスピレーション（自然丨圾シ〇 

ノ'—マルクロー- X (リレー）

ノーマルオープン（リレー）

スロー ブロ ヒュ——ス

スーノ、0ー ナヤーンヤ

スバルセレクトモニタ

スペシャルツール（特殊工具)

スイッチ

ボルト

才ーム（抵キ几）



―1—2 トラブルシューティングの進め方
〔1〕基本^[乍業 国点検整備時の注意

⑴バッテリ端子を外す場合

鲁バッテリ端子を外すとだ〇じ内の記憶が消去されるので，むやみに取外さない。

(2) 10 3界を〇Xにしたまま，または，エンジン回転中にバッテリ端子を絶対に外さない。

特にエンジン回転中は，オルタネータから大きな逆起電力が発生し，ビ〇〇等の電子部品を破損する可能性があ 

る。.

(3) 各センサや瓦〇：じのコネクタを外す時は，必ず10 3冒を〇卩卩にしてから行うこと。它〇じを破損することがあ

る。 :

⑷エンジン房内の各センサのコネクタやエンジン側とボデー側のコネクタは防水タイプになっているが，雨天下 

の整備や洗車時には水が浸入しないよう注意する。

⑸電子制御装置の関連部品はどれも精密部品であるので，落下等による大きなショックを与えないこと。.

⑹無線装置（無線機や自動車電話等）を搭載する場合は次のことに注意する。

① アンテナおよびフィーダ線は，電子制御装置のお(:じや入出力信号のハーネスからできるだけ離して配線す 

る。

② アンテナのマッチングをよくとる。

⑧大出力の無線機を搭載する場合には，特に上記①，②に注意する。

(7)フューエルホース，フューエルポンプ，フューエルインジェクタを脱着する場合は，燃圧を下げてから行う。 

燃圧は，エンジン停止後も高く保たれているので，この状態でホース等を外すと高圧の燃料が噴出し危険であ 

る。ホース等を外す場合は，予めフューエルポンプのコネクタを外してエンジンを4〜5回クランキングして燃 

圧を下げる。もしエンジンが始動した場合は，エンストするまで回し，さらに約5秒間ごとのクランキングを何 

回か行う。

コネクタの分離

コネクタ本体を持って外す。 

(ハーネスを持って引張らなI

鲁ロック付コネクタは必ずロックを外してから行う 

く ロックを引上げて解除する例〉

コネクタは十分に差し込むこと。ロック付コネクタは 

パチンと音がするまで完全に差し込む。

くロックを押して解除する例〉

⑪〇

^ 3 づ3-826
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トラブルシューテイングの進め方——基本作業

テスタ棒の差し込み

籲コネクタにテスタ棒を差し込む場合は，基本的には後方より行う。 

鲁端子抜け防止用コネクタは，抜け止めを外してから行うか，ミニ 

テスタ棒（細い）を用いて行う。

鲁防水コネクタなど後方より差し込めないものはコネクタを変形さ 

せないように前方より注意しながら行う。

鲁ハーネス抜け止め防止用のプレートを取外す必要がある場合は， 

コネクタを分離してから注意して行う。

(むりやり行なうと再使用できなくなる）

国ハーネス，コネクタの接触不良点検要領

接触不良について"…端子部に錡の発生，異物の混入やオス側とメス側の接触圧力の低下等による接触不良が

多い。また，注意しなければならないことは，’コネクタを一度脱着することにより接触状態 

が変わり，’“異常なし”となることがあることである。したがってトラブルシュー亍イング 

の際，ハーネス，コネクタ点検の結果が正常であっても不具合現象がなくなっていればその 

ハーネス，コネクタが原因であると考えられる。

目視，接触不良点検

① 両端のコネクタを切り離す。

② コネクタ端子部に錡の発生や異物の混入がないことを目視で 

点検。

③ かしめ部で，ゆるみや損傷がないか，また，コネクタへの停 

止状態を点検。

く参考〉ハーネスを軽く引っ張り，抜けなければよい。

④ コネクタ端子のオス側と同じものを用意してメス惻に差し込

み，引き抜く。
く參考〉他のコネクタと比較して抜く力の小さいコネクタは

接触不良の可能性がある。

⑤ ハ—ネス，コネクタを上下，左右にゆすり，電圧値または抵 

杭が変わる箇所を探す。

「19. 5
33-828



II計器による診断，点検要領

——サーキットテスタによる診断，点検-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------一-------------------------------------------------------------------

トラブルシューティングの進め方------ 基本作業

スロットルセンサ

「19. 6
52-421

吸気温センサ

闩9,7
52-422

(1)電圧測定（測定レンジ00 V〕

各端子に㊉側のテスタ棒を接続し，ボデーアース側.（または丑〇リ 

のアース端子）に㊀テスタ棒を接続して測定。

⑵導通点検（測定レンジ0)

ハーネスやコネクダの断線またはショートの有無を抵抗を測定 

することにより行う。

かならず両端のコネクタを分離して行う。

(他回路からの回り込みを防止する）

籲断線点検（2 XIXレンジ）

両側コネクタの該当端子間の抵抗を測定。

基肇僮
断線あり 11710以上（導通なし）

断線なし 0立（導通あり）

春絶縁点検（9X11(レンジ）
コネクタ該当端子〜ボデー間（ボデーショート）または両側コネ 

クタの該当端子間（線間ショート）の抵抗を測定。

:激&激鑛激發駿:::::;欲:::::猫:::::微^
十:.:‘:.:::が.:.:.:.:.:.::防
，，人，.，.，ノ.考パ〆.，.，〆‘V ご‘，，鼻％%^.:，:/く鑄％;!:籲:镛9 # 9 ’，鑄，鲁4 V V ^ # 4擊“,V訾亀峰‘攀脅’嫌-鲁、’-感離’尊‘譬鲁办‘鲁畚4备4齡擊9鲁#9蠊離鲁鼻，#0#馨令#鲁零4鲁巍矚泰響叠鲁釀尋4籲镛 #4馨9睡纏癧麝黎摯40%，籲9#禱#籲禱繡メ # ^ ^ ^ ，雜4，教氯參籲擊朦籲纏馨縧藝鲁暴雛龜癱暴釀暑，#.讎象鎌/偽擎着

臟響18^1
^：：：：：：：：：：^

:::::湖:::激:舰欲:讎::こ: ：：：：：：^^
馨.〆〆.嘗.，..〆ノ..パノム’八％、％%書.:，讎十:.:.:.:くぺぺ
：膽ノ：籲：十：，：べ十:十:くウ:く-:馨X十.十.%.攀％\マ...

:ぐ:.〉:.:.
，:〇:十:ク
:ぺく，:く.:難
ぐ:.:.:.:，：
Vマ參，二

於:::-:
匕，.11.、％
|；，，馨，雪，ム

和％V參.馨::::::::::::
くべ.ン:くベ 

泰% 4秦# 4 4
〆パ，'ノ〆 
7ム7‘％

|ショート 〇〇 (導通あり）

||ショートなし 1以上（導通なし）

⑶抵抗測定（測定レンジ公）

センサやソレノイドバルブ等の固有抵抗を測定し，部品の良否 

を判定。

#固有抵抗に合った測定レンジを選択しないと測定誤差が大き 

くなる。

#測定レンジを切替えた時はかならずゼロ調整を行う。

「19, 8
32-423



トラブルシューティングの進め方一~-基本作業

スバルセレクトモニタによる点検--------------------------------------- -----------------------------------------------------------

電子制御装置のだ〇じ内の入出力信号データやトラブルコードを 

直接モニタして故障系統を診断。

〈特長〉

鲁専用のコネクタに接続することにより走行しながらの測定が可 

能。. ‘

鲁1か所（運転席，助手席，車外）で各種データを点検できる。

鲁入出力信号系統の断線，ショート，.経時変化による特性異常が 

判別できる。

く診断〉

#入出力信号データと制御データは本文中の基準データを参考に 

して，特性不良，ハーネスの断線，ショートを判定。

參トラブルコードをモニタして「トラブルコードに基つ、、く点検」 

のトラブルシューティングを実施。

〈参考〉

車両正常時のデータがあればより正確に判定できる。

(納車点検時，定期点検時を利用してデータ取りを行ない保存さ 

れることをおすすめする。）

ドセ. 9 52-306

くセレクトモニタ使用可能なシステム〉

電子制御装置 力-トリッジ番号

システム 498348300

オシロスコープによる点検

入出力信号の信号電圧波形をオシロスコープに表示し良否を判定，

く診断〉

単純な波形の比較だけでは誤った判断をすることがあるので， 

点検のボイントや標準波形例を参考にして判定。

く入出力信号の取出し方〉

直接プローブを信号用端子に取付ける。

卩9,1〇
52-425

9



トラブルシューテイングの進め方 トラブルシューテイングのステップ

〔 2〕トラブルシューテイングのステップ

ぐ

不具合車両入庫

7

問 診

卜

現象確認

レ

^基本点検

一故 障雷

レ

食断

)

ラブルコー 
トラフルシューテイ

ド別、^
イングノ

不具合現象別
ブルシューテイン

確認テス

終 了

不具合に対する感じ方は人により多少異なるた 

め，お客様がどのような現象に不満を感じている 

かを明確にしておくことが大切である。（聞きもら 

しがないよう問診表を利用のこと）

問診のポイン

何が

^い〇

どこで....................

どのような状態で‘ 

どのようになった‘

車種、エンジン型式

……日時，発生頻度

................... 道路状況

.......走行状態，環境

........................... 現象

問診だけでは車両の状態を把握しきれない場合 

が多く実車確認により不具合を再現させて状況を 

分析する必要がある。不具合を再現できない場合 

はお客様に発生の状況を確かめて特定の条件下で 

確認する必要がある。また，再現性の乏しい不具 

合等では，ハーネスなどを手で動かしながら確認し, 

接触不良等がないか確かめる必要がある。

機械系の不具合か電子制御系の不具合かを大き 

く絞り込むために電源や電子制御系以外について 

基本的な機能や取付け状態を点検。

セレクトモニタやセルフダイアグノーシス機

能を利用して不具合系統の絞り込みを行なう。.
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